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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 1,999 92.7 △79 ― 1 ― 32 ―

22年3月期第3四半期 1,037 △62.0 △810 ― △801 ― △792 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 4.16 ―

22年3月期第3四半期 △101.92 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 7,108 6,017 84.6 774.12
22年3月期 6,963 6,008 86.3 772.97

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  6,017百万円 22年3月期  6,008百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

10.00 10.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,564 50.8 △140 ― △55 ― △30 ― △3.86



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.２「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 7,800,000株 22年3月期  7,800,000株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  26,866株 22年3月期  26,822株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 7,773,154株 22年3月期3Q 7,773,306株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続を終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因により予想と異なる結果と
なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】P．２「業績予想に関する定性
的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政策効果の剥落や輸出増勢の鈍化に加え、円高による企業マイン

ドの慎重化を映じて生産が弱含みで推移しており、設備投資が増加に転じたものの伸びが弱く、雇用情勢が依然と

して厳しいこともあって、景気の回復テンポは鈍り、踊り場局面を辿りました。 

半導体業界では、景気先行きの不透明感もあって陰りが見え、スマートフォンは好調に推移したものの、主力の

薄型テレビやパソコン及びその関連デバイスでは減速したこともあって、日本製の半導体製造装置の受注は減少に

転じ、大型投資計画の延期、縮小が予想されるなど厳しい状況となりました。 

このような環境のなかで、当社は半導体関連事業では活発な受注活動と納期短縮を推進し、お客様のニーズに即

応して製造開発に努めました。また、不動産、建築関係事業ではソーラー発電装置の販売に注力し、浄水事業では

引き続き新製品の開発に努めました。 

その結果、当第3四半期累計期間における売上高は19億９千９百万円（前年同期比92.7%増）、営業損失は７千９

百万円（前年同期は８億１千万円の営業損失）、経常利益は１百万円（前年同期は８億１百万円の経常損失）、四

半期純利益は３千２百万円（前年同期は７億９千２百万円の四半期純損失）となりました。 

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期における総資産は71億８百万円で、前事業年度末と比べて１億４千５百万円増加しました。 

 流動資産は38億６千５百万円で、前事業年度末と比べて３億５千７百万円増加しました。主な増減は、現金

及び預金が１億６千６百万円、受取手形及び売掛金が２億６千５百万円それぞれ増加しました。 

  固定資産は32億４千３百万円で、前事業年度末と比べて２億１千２百万円減少しました。主な増減は、前払

年金費用が７千７百万円、投資不動産が６千４百万円それぞれ減少しました。  

 流動負債は４億７千４百万円で、前事業年度末と比べて支払手形及び買掛金の増加１億５千４百万円等によ

り１億５千９百万円増加しました。  

 固定負債は６億１千６百万円で、前事業年度末と比べて２千２百万円減少しました。  

 純資産は60億１千７百万円となり、前事業年度末と比べて利益剰余金が３千２百万円増加したことから８百

万円増加し、この結果自己資本比率は84.6％となりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、売上債権の増加等により

資金が減少したしたものの、仕入債務の増加及び減価償却費の計上、投資不動産の売却による収入等により資

金が増加したことから、前事業年度末と比べ１億６千６百万円増加し、当第３四半期会計期間末には19億３千

８百万円となりました。 

当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期累計期間における営業活動による資金の増加は７千８百万円（前年同四半期は６千４百万円

の減少）となりました。 

 これは主に売上債権の増加２億６千５百万円等による資金の減少があったものの、仕入債務の増加１億５

千４百万円及び減価償却費の計上９千万円、前払年金費用の減少７千７百万円、未収消費税等の減少７千４

百万円等により資金が増加したことによるものであります。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期累計期間における投資活動による資金の増加は８千８百万円（前年同四半期は２億５千３百

万円の減少）となりました。 

 これは主に投資不動産の売却に伴う収入１億２千７百万円により資金が増加したことによるものでありま

す。  

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期累計期間における財務活動による資金の減少は０百万円（前年同四半期は７千７百万円の減

少）となりました。  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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 （３）業績予想に関する定性的情報 

第３四半期累計期間における業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成22年11月11日付

当社「平成23年３月期第２四半期決算短信（非連結）」にて発表いたしました平成23年３月期の業績予想を

下記のとおり修正しました。 

詳細は平成23年２月８日付にて別途開示いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くだ

さい。  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるた

め、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②たな卸資産の評価方法 

当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基礎

として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。   

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

これにより、当第３四半期累計期間の税引前四半期純利益は、652千円減少しております。 また、当会計基

準等の適用開始による資産除去債務の変動額は652千円であります。  

  
売 上 高 

（百万円）  

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

当期純利益 

（百万円） 

前 回 予 想 

（平成22年11月11日公表）  
 3,580  173  203  210

今 回 予 想  2,564  △140  △55  △30

増  減  率 (％)   △28.4  －  －  －

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,938,143 1,771,768

受取手形及び売掛金 1,223,446 957,747

有価証券 10,030 10,134

商品及び製品 201,132 203,174

仕掛品 235,806 196,262

原材料及び貯蔵品 150,970 140,546

その他 132,468 255,435

貸倒引当金 △26,404 △27,128

流動資産合計 3,865,592 3,507,942

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 749,578 776,189

土地 1,800,473 1,800,473

その他（純額） 181,945 186,555

有形固定資産合計 2,731,997 2,763,219

無形固定資産 33,148 39,988

投資その他の資産   

投資有価証券 288,916 321,874

その他 188,956 330,351

投資その他の資産合計 477,872 652,226

固定資産合計 3,243,018 3,455,433

資産合計 7,108,610 6,963,375

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 321,101 166,730

未払法人税等 10,615 7,309

引当金 20,910 62,470

その他 122,137 79,089

流動負債合計 474,764 315,601

固定負債   

役員退職慰労引当金 462,362 450,801

その他 154,141 188,571

固定負債合計 616,504 639,372

負債合計 1,091,268 954,974
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,186,300 1,186,300

資本剰余金 2,757,259 2,757,259

利益剰余金 2,099,887 2,067,514

自己株式 △11,423 △11,412

株主資本合計 6,032,023 5,999,661

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △14,681 8,740

評価・換算差額等合計 △14,681 8,740

純資産合計 6,017,341 6,008,401

負債純資産合計 7,108,610 6,963,375
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 1,037,836 1,999,940

売上原価 1,317,703 1,558,899

売上総利益又は売上総損失（△） △279,866 441,040

販売費及び一般管理費 530,839 520,465

営業損失（△） △810,706 △79,424

営業外収益   

受取利息 4,037 2,326

受取配当金 3,135 5,764

投資不動産売却益 － 64,655

法人税等還付加算金 3,490 －

その他 5,935 9,647

営業外収益合計 16,598 82,393

営業外費用   

為替差損 4,819 298

減価償却費 － 1,139

事務所移転費用 2,507 －

営業外費用合計 7,327 1,438

経常利益又は経常損失（△） △801,435 1,530

特別利益   

貸倒引当金戻入額 10,479 4,100

補助金収入 29,907 －

その他 1,330 －

特別利益合計 41,718 4,100

特別損失   

固定資産除却損 35 548

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 652

特別損失合計 35 1,200

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △759,752 4,430

法人税、住民税及び事業税 4,001 3,551

法人税等調整額 28,473 △31,494

法人税等合計 32,475 △27,942

四半期純利益又は四半期純損失（△） △792,227 32,373
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（第３四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 497,516 478,607

売上原価 491,950 457,379

売上総利益 5,565 21,227

販売費及び一般管理費 179,933 174,498

営業損失（△） △174,368 △153,271

営業外収益   

受取利息 1,064 757

受取配当金 1,762 2,793

為替差益 1,010 －

投資不動産売却益 － 26,510

その他 1,200 5,023

営業外収益合計 5,038 35,084

営業外費用   

為替差損 － 57

減価償却費 － 240

営業外費用合計 － 298

経常損失（△） △169,329 △118,484

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 1,400

特別利益合計 － 1,400

特別損失   

固定資産除却損 － 442

特別損失合計 － 442

税引前四半期純損失（△） △169,329 △117,526

法人税、住民税及び事業税 1,421 1,421

法人税等調整額 △16,350 △10,005

法人税等合計 △14,929 △8,583

四半期純損失（△） △154,399 △108,943
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△759,752 4,430

減価償却費 99,459 90,624

貸倒引当金の増減額（△は減少） △40,814 △723

賞与引当金の増減額（△は減少） △45,000 △43,000

製品保証引当金の増減額（△は減少） △2,870 1,440

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,671 11,561

受取利息及び受取配当金 △7,172 △8,091

為替差損益（△は益） △226 106

投資不動産売却損益（△は益） － △64,655

固定資産除却損 35 548

売上債権の増減額（△は増加） 231,982 △265,698

たな卸資産の増減額（△は増加） 128,001 △47,924

前払費用の増減額（△は増加） 2,207 △2,919

立替金の増減額（△は増加） 149,601 △2,549

その他の流動資産の増減額（△は増加） △68,847 △689

長期前払費用の増減額（△は増加） 4,408 △1,237

前払年金費用の増減額（△は増加） 121,758 77,957

仕入債務の増減額（△は減少） 50,251 154,371

未払金の増減額（△は減少） 2,279 △29,611

未収入金の増減額（△は増加） △99,260 65,053

未収消費税等の増減額（△は増加） △2,678 74,127

未払費用の増減額（△は減少） 14,330 20,286

その他の流動負債の増減額（△は減少） 24,375 38,392

小計 △190,261 71,799

利息及び配当金の受取額 7,809 8,052

法人税等の還付額 123,529 1,217

法人税等の支払額 △6,010 △2,580

営業活動によるキャッシュ・フロー △64,932 78,489

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △182,183 △34,380

投資有価証券の取得による支出 △100,582 △3,733

投資不動産の売却による収入 － 127,096

貸付金の回収による収入 20,000 －

敷金及び保証金の回収による収入 27,877 －

無形固定資産の取得による支出 △18,866 △806

投資活動によるキャッシュ・フロー △253,755 88,174

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △62 △11

配当金の支払額 △77,284 △171

財務活動によるキャッシュ・フロー △77,347 △182

現金及び現金同等物に係る換算差額 226 △106

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △395,808 166,374

現金及び現金同等物の期首残高 2,469,325 1,771,768

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,073,517 1,938,143
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該当事項はありません。  

  

①報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、半導体関連事業を主要業務とし、全社組織において、営業部及び技術部が中心となって受注から設

計、製作、出荷、回収までの一連の業務を担当し、また、技術開発や製品開発を行い、事業活動を展開してお

ります。 

  

②報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産・建築関連事業及び

浄水事業等を含んでおります。 

  

③報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

（差異調整に関する事項） 

当第３四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

④報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（単位：千円）

  

報告セグメント
その他
（注） 

合計
半導体関連事業 

売上高       

外部顧客への売上高  1,958,749  41,191  1,999,940

セグメント間の内部売上高又は 
振替高 

 －  －  －

計  1,958,749  41,191  1,999,940

セグメント利益又は損失（△）  196,227  △54,811  141,415

  （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計  196,227

「その他」の区分の損失  △54,811

全社費用（注）   △220,840

四半期損益計算書の営業利益   △79,424

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

- 8 -

㈱石井工作研究所(6314)　平成23年３月期第３四半期決算短信(非連結)




